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作品№01『侵略されたのは、僕の心臓でした。』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

数年後。 

「あの時はビックリした。突然現れてお前たちは

我々のものだとか言うんだもん」 

「も〜その事は忘れてよ！ボクだってまだこっちに

来てまもなかかったんだから」 

作品№03『コマンダー校長』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

っと思われたが、次の瞬間宇宙人が弾き飛ばされた。 

「無粋な人？だ、まだ私の挨拶はこれからですよ」 

校長先生は元レンジャー隊隊員だった。 

校長対宇宙人の戦いが今始まる！ 

作品№05『』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

その時校長先生は（あー、そういうやつね、うん。

話合わせてあげよう） 

「な、なんだお前たちは！やめ、え？あっちょ、ま

っ…あーー！！」そのまま校長先生はつれていかれ

てしまったのであった… 

作品№07『期待はずれの宇宙人』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

「じゃあ食料を買って来い。」 

「おまえは何を食べるんだ？」 

「カップ焼きそばだ！」 

「まさか宇宙人だからUFO？」 

「いやペヤング派。」 

「いやそっち派かよ。」 

作品№09『効果があったね』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

「校歌、よーい！」 

「北毛の要鞍城址 その高陵にわが校は」一糸乱れ

ぬ歌声に宇宙人の表情が歪む。 

「基固めて桔梗の かおりゆくこそめでたけれ」 

宇宙人が崩れ落ちた。 

作品№02『代役』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

「手始めに…手始めに…」 

さっきとは打って変わった声量で宇宙人は校長先生

にこう言った。 

「セリフ、飛んじゃいました。」 

作品№04『お笑いを知っていた宇宙人』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

「待て！人質なら私がなる」田村先生が挙手。 

「いや、私が…」続いて小林先生が挙手。 

すると…「じゃあ我々が…」宇宙人が手を上げた！ 

「よし！今だ！捕まえろ！」 

作品№06『宇宙人は美味しいものがお好き』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

 ぐぅーと宇宙人の腹が鳴る。 

「お腹空いてます？ 学食へ行きません？」 

「そこには、この人間より美味いものがあるのか？」 

「はい、沼高の学食は日本一美味しいですから」 

作品№08『宇宙人でも気になるんだね』 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

「みんな、こっちへ」生徒が隅に集まり、ヒソヒソ

話し始める。 

「おい、何を話してるんだ？」と興味津々で宇宙人

がやってくる。 

「今だ！」と宇宙人を皆で押さえ込んだ。 

作品№10「そりゃそうだ」 

集会中、舞台袖から突然現れた宇宙人。「お前らは

もう我々のものだ！ 手始めに…」何と校長先生が

宇宙人に捕まってしまった。 

「入国手続きはしましたか？したほうがいいです

よ」 

「わかった…また来るからな！」 

宇宙人は去った。 

当然、生徒や先生は逃げた。 

数時間後…「どこ行った地球人！」 


